











































ためのハンガリー外国貿易銀行（Magyar Külkereskedelmi Bank, MKB）、国家投資プロジェク
ト融資のための国家開発銀行（Állami Fejlesztési Bank, ÁFB）、一般融資のための一般金融信用
































Kereskedelmi és Hitelbank Rt, のちに Kereskedelmi és Hitelbank, K&H）、ハンガリー信用銀
行（株）（Magyar Hitel Bank Rt）およびブダペスト銀行（株）（Budapest Bank Rt）である。ま
た既存の一般金融信用銀行（Általános Értékforgalmi Bank, ÁÉB）とハンガリー外国貿易銀行




























































































第 3 段階の最後の処理措置として、1994年 5 月には注入対象となった前述の 8 行に新たな資
金調達が行なわれ、総額181億フォリント注入で銀行の自己資本比率は 4 ％に達した。前回と
同様の方法によって、銀行における国家の所有比率はさらに増え、80％強になった。















































ルク 9 ％、フランス 4 ％、米国12％である。























































































スケットに対して固定され、1990年 1 月から1995年 2 月にかけて22回、計87％切り下げられた。
バスケットは1991年12月31日まで 9 つの外貨から成っており、その後1993年 8 月まで米ドル





































1991　. 11　. 8 
1992　. 3　.　16 
1992　. 6　.　24 
























1994　. 10　. 11 
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ハンガリーの銀行改革とユーロの導入28
2001年10月以降存在している為替バンド制では、変動幅は±15％に拡大され、中心レートは
2003年 6 月 4 日まで276.1HUF/EUR（その際2.26％で切り下げ）、2004年 2 月に282.36HUF/EUR












1995　. 3　.　12～1995　. 6　.　30 
1995　. 7　.　1　～1995　. 12　. 31 
1996　. 1　.　1　～1996　. 12　. 31 
1997　. 1　.　1　～1997　. 3　.　31 
1997　. 4　.　1　～1997　. 8　.　14 
1997　. 8　.　15～1997　. 12　. 31 
1998　. 1　.　1　～1998　. 6　.　14 
1998　. 6　.　15～1998　. 9　.　30 
1998　. 10　. 1　～1998　. 12　. 31 
1991　. 1　.　1　～1999　. 6　.　30 
1999　. 7　.　1　～1999　. 9　.　30 
1999　. 10　. 1　～2000　. 3　.　31 







































EUの為替相場メカニズム（ERM, Exchange Rate Mechanism）は、1979年に形成されたレート
調整メカニズムであった。通貨システムの安定性のために、各国通貨のレートは双務的に固定

































































































また、 3 つの研究所の経済全体をめぐる共通調査によれば、加盟後のGDP成長効果は0. 8％、















































先に述べたとおり、ハンガリーは第 1 段階を経て、すでに第 2 段階に入っている。為替のシ
ステムも2001年の政策によってERM2と完全に一致するようになってきており、資本移動も自
由化されている。通貨同盟加盟のためにハンガリー政府は2003年に作成したシナリオ40）では加

















































％ 9 8 7 6
2003年10月現在の参照値：2. 8
加盟まで残る年数 
5 4 3 2 1





フレ 3 カ国の平均42）レベルを1. 5％以上超えないことを定めている。
2001年に公開されたシナリオ43）では、MNBは政府の合意をもとに2001年12月に 7 ％、2002年
12月に4.5％のインフレを目標とした。2003年まではインフレの推移はほぼ予定通りであったが、
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加盟まで残る年数 
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加盟まで残る年数 
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よって（GDPの 2 ～ 3 ％に相当する）財政赤字削減が実現された。しかしハンガリーの場合は
それ程の削減は想定しえない。債務の額および長期金利がより低いレベルにあるからである。
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しまったように思われる。同年 1 月には、 1 年ぶりに10％以上52）のフォリント高が続いた。
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